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福本勝司社⻑

展望２０２１－道路舗装・６／⼤林道路・福本勝司社⻑／公共⼯事に注⼒

 昨年は新型コロナウイルスの感染が拡⼤する中でも問題なく施
⼯できた。だが受注は後半になるにつれて発注の先送りが⽣じる
など、⺠間で投資意欲の低下を感じた。今年も⺠間⼯事は引き続
き低調に推移しそうだ。公共⼯事は５年間で１５兆円の国⼟強靱
化事業の延⻑が閣議決定されたことで堅調に推移すると予想さ
れ、インフラ整備を担う企業として注⼒していく。

 技術開発では⼤学や異業種企業との連携を深める。現在の連携
先は機械部品加⼯やさまざまな材料を扱う企業など開発する目的
に合うパートナーと組んでいる。その１例としてＩＴ系と連携す
ることで働き⽅改⾰に資するアプリケーションの開発などにもつ
ながり、「朝礼アプリ」を⼯事現場に導⼊することができた。ま

た、昨年９⽉に新設した研究開発専⽤の合材プラントを活⽤して、舗装材料関係の研究開発を
加速させる。

 請負以外ではＰＦＩなどに注⼒する。昨年は国⼟交通省中部地⽅整備局による電線共同溝の
維持管理事業を初めてＰＦＩとして受注した。今後も維持管理関連で⺠間資⾦を活⽤した事業
の発注が⾒込まれ、積極的に参加していく。

 ⼆酸化炭素（ＣＯ２）排出量削減といった環境への対策は急務だ。これまでに合材プラント
で極⼒ＣＯ２排出量の少ないガス燃料の使⽤、常温・中温化アスファルト合材の開発に取り組
んできた。今後も環境に配慮した設備に更新していく。
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